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機械器具(21) 内臓機能検査用器具 

管理医療機器 セントラルモニタ 38470002 

特定保守管理医療機器 モニタシステム Infinity Medical Cockpit 
 

【禁忌・禁止】 
使用方法 

1. 本医療機器を可燃性または爆発性の混合ガスが発生する恐

れのある場所で使用しないこと。[火災の危険があるため。] 

 

併用医療機器 「相互作用の項参照」 

1. 本品を磁気共鳴画像診断装置(MRI)と併用しないこと。 

[装置が正常に機能しなくなる恐れがある。] 

 

【形状・構造及び原理等】 
1. 外観 

本体 

システムケーブル 

 

Embesso コンバータ 

 

CC300 コンバータ 

 

 

2. 原理 

本品は外部機器と接続することで、バイタルサインや患者データを収集、

処理、表示し、アラームを発する。 

 

 

【使用目的又は効果】 
患者環境内外において生体情報を収集し監視すること。 

 

【使用方法等】 
使用前の準備 

1. AC電源アダプタ又はシステムケーブルを用いて電源に接続する。 

2. コンバータ、システムケーブル、ネットワークケーブルを介して外部機器

へ接続する。 

3. 電源ボタンを押して、システムを起動する。 

 

使用中の操作 

1. ディスプレイ上のソフトキー又は回転ノブを操作して、画面表示内容

を設定する。 

2. アラーム設定を確認し、必要に応じて変更する。 

 

使用後の処置 

1. 電源ボタンを押すか、ディスプレイ上のソフトキーを押し、システムをシ

ャットダウンする。 

 

【使用上の注意】 
重要な基本的注意 

1. 本品を設置するとき、適切な換気が施されていることを確認し、また

できれば、すべての面から少なくとも5 cmの間隔を開けてこれらのア

イテムを配置し過熱を防いでください。本品の外部表面と患者が直

接接触しないようにしてください。 

2. ショートで本品が損傷しないように、本品に液体が触れないようにし

てください。間違って機器に液体がこぼれた場合、直ちに使用を中

止して液体のかかった装置を取り外し、サービス員に連絡して患者

の安全が損なわれていないことを確認してください。 

 

相互作用 

併用禁忌(併用しないこと) 

医薬品・医療 

機器の名称等 

臨床症状・ 

措置方法 
機序・危険因子 

MRI検査室内 併用/ 

使用禁止 

磁場による吸引、誘導起電力

による事故、誤作動、火傷、

爆発の恐れ 

 

【保管方法及び有効期間等】 
耐用期間 

本品の耐用期間は、適切な取扱いが実施されている場合に限り、製造か

ら8年間 [自己認証(自社データ)による] になります。 

 
【保守・点検に係る事項】 
使用者による保守点検事項 

詳細は、取扱説明書を参照下さい。 

－ 外部機器は本品との互換性のあるものを使用すること(ドレーゲルジ

ャパン(株)へご確認ください)。 

 

業者による保守点検事項 

ドレーゲルジャパン(株) のサービス部門による保守点検を必ず行って下さ

い。(保守契約を結ばれることをお勧めします。) 
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【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 
製造販売業者： ドレーゲルジャパン株式会社 
住所： 東京都品川区上大崎 2-13-17 目黒東急ビル 
電話番号： 03－6447－7200 
  
設計を行う 

外国製造業者 1： 
 

ドレーゲルメディカルシステムズ社アンドーバー 

Dräger Medical Systems Inc.,Andover 

製造国： アメリカ合衆国 
  

設計を行う 

外国製造業者 2： 
 

ドレーゲルベルク社 

Drägerwerk AG & Co. KGaA(Moislinger) 

製造国： ドイツ連邦共和国 
 

 

 


